保育者養成課程における教育課程の理解と教材としての絵本の選書に関する課題 : 領域「人間関係」の教材選びを手掛かりに by 小川 房子 & Ogawa Fusako















A Study on Selecting Picturebook in Nursery Teacher Training 















したものである（保育用語辞典 第6版 ミネルヴァ書房 2012 P126)。
幼稚園教育要領第 1章第 3教育課程の役割と編成等 l教育課程の役割には、「各幼稚園にお




は、 において みたい ・ を跨まえつつ、 ｛ の 、をH に ると
ともに教育課程の編成についての甚本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとす

































































































































































































































絵本 出版社 この絵本を教材として取り上げる意図 友達・仲間
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お母さんにやってもらう。ご飯は自分で食べて片づける0 友；；H同じ苫び吝しては失敗して成吾す 友達と同じ遊びを 身の回りのこと









できていたら、ひよちゃんとぴよちゃんが滑り台を滑れるようになることはなかっただろう。やってみ るのが同世代の によって～遊び 友達との関わり
はじめてのすべりだい 徳間書店 れば何でもないことでも、丑初は不安でたまらないもの。しかし、そんな識気キ与えてくれるのが同 仲間や、年上の のルールを守 によって思いや
温位の住間笠生上のお兄さAと•お姐さム心あコた。このように自分と近い年齢の仲間と接するこ お兄さん•お姉さ ることにつなが り～


















めっきらもっきらどおんどん 福音館書店 一物事に「順番 lという決まりがあることがわかる n と楽しいことが伝
という決まりが
あることがわか



















借りでけんか吝することが増える。この絵本を読むことで｀「rゅんばんこ lやおもちゃの甘Ii昔り吝 「じゅんばんこ」や 穎誉や貸し借













私は2薩/-3識の大去な凜いは友凜吝求めるこ/-だと思う。 3歳は身の回りの環境が大きく変わる時 幼稚園への入 2歳と3歳の大
期だ。幼稚園へQ入園により条“2回生齢Q壬と闊ねるだ［土ヱなく畏荏齢Qことま， 種に生活丈 園により多くの きな違いは友
る時間が培える＂そこで、友達とはより良い関係吝笑いてほしい。ムーチはアールが喜ぶためにと ぼくたちのこの関 同年齢の子と 達を求めるこ
おくりものはナンニモナイ あすなろ書房 いろいろと考え、悩み、母後にはナンニモナイを挙げた。つまり．ぼくtcちのこの関係こそ宅t'I-伝 係こそ宝だと伝え
関わるだけで と。 4歳になると
なく、異年齢の 自意織も強くな
えているようだ。そんな友達との関係を子どもたちに築いてほしい。 3歳児にこの絵本のすべてが ている ことも一緒に生 り、友違との関
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は目怠譴が追“な2たり却的妊査9f迅さ握茎I「tが強夕な2たり話差な往動が出エ父る。そ 気持ちのコント 気持ちのコン が強くなったり、
のため、遊びや集団生活の中で様々なトフブルも出てくる。 4歳児にとって、「みんなで」とい ロールが難しく トロールが難 「みんないっ 知的好奇心や
匹いっしょに 評論社 うことがとても大切ということだ。ごっこ遊びなどを通してみんなで何かをするということが増 て一人がいいと しくて一人が しょに」協力をし 探求心が強く
えるが、みんなでいるとけんかなども増える。気持ちのコントロールが難しくて一人がいいと 思ってしまう子 いいと思って て成長していく なったり、活発





































































絵本 出版社 -の絵本を教材として取り上げる意図 友達・仲間
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ともだちゃ 偕成社 た。また、 5歳児になると複歎の事栖吝銃合l-c鮪論に違する力も身につける。一人ではできないことも仲間の応濯団助け字倍りて澤 友違関保を考える 考える
びを共有する、仲間
する力も身につきっかけ1こなってほし を思いやる力、を議














他別での、角自ト分うまだくけやがっ良てけいれけばるよのいか、．自ど分うIだt:-けらの他ものの角もHだ仲とい良うくな考れえるをの持かってといいうるこ。としがか搭し、かそれこてかいらる、な。魚ザの自世分界がの悪話かでっはt:-あのるかが、ど、人うし間た関ら係 どうしたら他の彙 どうしたら他の彙 なぜ自分が悪 相手の気持ちを















絵本館 動争本経騎lて成再lていくこと、人間関係を築くことの大切さ、がこの1冊に詰まっているように感じた。小学校入学前の5歳児クラスで の出会いで世界 様々な心の動き
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